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■講座・分野一覧

コンピュータ工学 論理回路 論理回路、アルゴリズム、計算量理論

高木 直史算術演算回路、組込みシステム設計技術、超伝導プロセッサ計算機アーキテクチャ

プログラム理論、プログラム検証、プログラミング言語 五十嵐 淳計算機ソフトウェア

高速広帯域高信頼度ディジタル通信方式 原田 博司通信システム工学 ディジタル通信

伝送メディアの高度利用とその応用 守倉 正博伝送メディア

電波・光・音波の電子技術を用いた
大気計測と地球環境情報

山本 衛

津田 敏隆

地球電波工学（協力） リモートセンシング工学

地球大気計測

高効率情報ネットワークの構成と性能評価知的通信網

大規模・高性能情報回路のアーキテクチャと方式設計技術 佐藤 高史集積システム工学 情報回路方式

大規模・高性能LSIの回路技術と設計技術 小野寺 秀俊大規模集積回路

■教員名簿

概　要

■授業科目

離散アルゴリズム理論　

ディジタル通信工学　

情報ネットワーク　

集積回路工学特論　

計算量理論　

並列計算機アーキテクチャ

Introduction to Algorithms and Informatics（アルゴリズムと情報学入門）

Computational Intractability: NP-completeness and Integer Programming, with Scheduling Applications
（計算困難性：NP完全性、整数計画法、及びスケジューリング問題への応用）

System-Level Design Methodology for SoCs（集積システム設計論）

ハードウェア アルゴリズム　

並列分散システム論

ディジタル信号処理論　

光通信システム　

伝送メディア工学特論　

プログラム意味論

応用集積システム　

情報通信技術のデザイン

大気環境光電波計測　

リモートセンシング工学　

通信情報システム特別研究１　

通信情報システム特別研究２

修士課程科目

コンピュータ工学特別セミナー　

通信システム工学特別セミナー　

集積システム工学特別セミナー

地球電波工学特別セミナー　

通信情報システム特別セミナー

博士後期課程科目

高木 直史　五十嵐 淳　原田 博司　守倉 正博　佐藤 高史　小野寺 秀俊　佐藤 亨　山本 衛（生）　津田 敏隆（生）

教　授

François Le Gall（特定准教授）　高木 一義　末永 幸平　村田 英一　松村 武（特定准教授）　山本 高至　新熊 亮一　
石原 亨　橋口 浩之（生）

准教授

講　師

玉置 卓　高瀬 英希　馬谷 誠二　水谷 圭一　西尾 理志　廣本 正之　土谷 亮　古本 淳一（生）　矢吹 正教（生）

助　教

　情報化社会の急速な進展に伴い、計算機の性能向上の要求がますます増大しています。この
要求に応えるために、超並列情報処理を可能とする新しい計算機構成、その基礎となる論理回路、
オペレーティングシステムやプログラミング言語処理系などの基本ソフトウェア等、計算機の基盤
技術に関わる先端的な教育・研究を行います。

コンピュータ工学講座

論理回路分野

計算困難問題への挑戦

　プログラミング言語を主要テーマとして高効率・高信頼ソフトウェア構築のた

めの理論と応用に関する教育・研究を行います。特に、型理論・モデル検査など、

数理論理学に基づくプログラム検証技法の理論とその応用、そして関数プログラ

ミングやオブジェクト指向プログラミングの考え方を生かした、抽象度が高い記

述が可能なプログラミング言語の設計・開発に取り組みます。

［五十嵐 淳・末永 幸平・馬谷誠二］

計算機ソフトウェア分野

高効率・高信頼ソフトウェア構築のための理論と応用

通
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高速・高精度ディジタル信号処理方式 佐藤 亨超高速信号処理 　問題を計算機で効率良く解くためのアルゴリズムの教育・研究を行います。アルゴリズムは

問題を機械的に解く手順のことで、算術演算等は論理回路によって、より高いレベルではプロ

グラムによって実現されます。円周率計算は計算機が得意とする典型例ですが、時間割や列車

ダイヤの編成は計算機では難しく、計算困難問題と呼ばれています。アルゴリズム工学の立場

から、このような計算困難問題に挑戦し、計算機の社会への一層の貢献を可能にします。　             

[François Le Gall・玉置 卓 ]

　高性能かつ低消費電力を実現する次世代の計算機構およびその設計技術に関する研究・教

育を行います。主要な研究課題としては、書き換え可能なハードウェアである FPGA に適した算

術演算アルゴリズムの開発、プログラマブル SoC のための組込みシステムの協調設計環境、組

込みリアルタイムシステムの省エネルギー化を実現する基盤ソフトウェア技術、超伝導デバイス

を用いたマイクロプロセッサやアクセラレータの論理設計およびその設計支援環境（CAD）の開

発などに取り組みます。　　　　　　　　　　　　　　　　［高木 直史・高木 一義・高瀬 英希］

計算機アーキテクチャ分野

先進的な計算機構とその設計技術

世界初の内蔵プログラムが動作する
超伝導RSFQプロセッサCORE e4

講座名 分野名 研究指導分野 担当教授

（生）： 生存圏研究所



51 Graduate School of Informatics 52Graduate School of Informatics

通
信
情
報
シ
ス
テ
ム
専
攻

■講座・分野一覧

コンピュータ工学 論理回路 論理回路、アルゴリズム、計算量理論

高木 直史算術演算回路、組込みシステム設計技術、超伝導プロセッサ計算機アーキテクチャ

プログラム理論、プログラム検証、プログラミング言語 五十嵐 淳計算機ソフトウェア

高速広帯域高信頼度ディジタル通信方式 原田 博司通信システム工学 ディジタル通信

伝送メディアの高度利用とその応用 守倉 正博伝送メディア

電波・光・音波の電子技術を用いた
大気計測と地球環境情報

山本 衛

津田 敏隆

地球電波工学（協力） リモートセンシング工学

地球大気計測

高効率情報ネットワークの構成と性能評価知的通信網

大規模・高性能情報回路のアーキテクチャと方式設計技術 佐藤 高史集積システム工学 情報回路方式

大規模・高性能LSIの回路技術と設計技術 小野寺 秀俊大規模集積回路

■教員名簿

概　要

■授業科目

離散アルゴリズム理論　

ディジタル通信工学　

情報ネットワーク　

集積回路工学特論　

計算量理論　

並列計算機アーキテクチャ

Introduction to Algorithms and Informatics（アルゴリズムと情報学入門）

Computational Intractability: NP-completeness and Integer Programming, with Scheduling Applications
（計算困難性：NP完全性、整数計画法、及びスケジューリング問題への応用）

System-Level Design Methodology for SoCs（集積システム設計論）

ハードウェア アルゴリズム　

並列分散システム論

ディジタル信号処理論　

光通信システム　

伝送メディア工学特論　

プログラム意味論

応用集積システム　

情報通信技術のデザイン

大気環境光電波計測　

リモートセンシング工学　

通信情報システム特別研究１　

通信情報システム特別研究２

修士課程科目

コンピュータ工学特別セミナー　

通信システム工学特別セミナー　

集積システム工学特別セミナー

地球電波工学特別セミナー　

通信情報システム特別セミナー

博士後期課程科目

高木 直史　五十嵐 淳　原田 博司　守倉 正博　佐藤 高史　小野寺 秀俊　佐藤 亨　山本 衛（生）　津田 敏隆（生）

教　授

François Le Gall（特定准教授）　高木 一義　末永 幸平　村田 英一　松村 武（特定准教授）　山本 高至　新熊 亮一　
石原 亨　橋口 浩之（生）

准教授

講　師

玉置 卓　高瀬 英希　馬谷 誠二　水谷 圭一　西尾 理志　廣本 正之　土谷 亮　古本 淳一（生）　矢吹 正教（生）

助　教

　情報化社会の急速な進展に伴い、計算機の性能向上の要求がますます増大しています。この
要求に応えるために、超並列情報処理を可能とする新しい計算機構成、その基礎となる論理回路、
オペレーティングシステムやプログラミング言語処理系などの基本ソフトウェア等、計算機の基盤
技術に関わる先端的な教育・研究を行います。

コンピュータ工学講座

論理回路分野

計算困難問題への挑戦

　プログラミング言語を主要テーマとして高効率・高信頼ソフトウェア構築のた

めの理論と応用に関する教育・研究を行います。特に、型理論・モデル検査など、

数理論理学に基づくプログラム検証技法の理論とその応用、そして関数プログラ

ミングやオブジェクト指向プログラミングの考え方を生かした、抽象度が高い記

述が可能なプログラミング言語の設計・開発に取り組みます。

［五十嵐 淳・末永 幸平・馬谷誠二］

計算機ソフトウェア分野

高効率・高信頼ソフトウェア構築のための理論と応用

通
信
情
報
シ
ス
テ
ム
専
攻

高速・高精度ディジタル信号処理方式 佐藤 亨超高速信号処理 　問題を計算機で効率良く解くためのアルゴリズムの教育・研究を行います。アルゴリズムは

問題を機械的に解く手順のことで、算術演算等は論理回路によって、より高いレベルではプロ

グラムによって実現されます。円周率計算は計算機が得意とする典型例ですが、時間割や列車

ダイヤの編成は計算機では難しく、計算困難問題と呼ばれています。アルゴリズム工学の立場

から、このような計算困難問題に挑戦し、計算機の社会への一層の貢献を可能にします。　             

[François Le Gall・玉置 卓 ]

　高性能かつ低消費電力を実現する次世代の計算機構およびその設計技術に関する研究・教

育を行います。主要な研究課題としては、書き換え可能なハードウェアである FPGA に適した算

術演算アルゴリズムの開発、プログラマブル SoC のための組込みシステムの協調設計環境、組

込みリアルタイムシステムの省エネルギー化を実現する基盤ソフトウェア技術、超伝導デバイス

を用いたマイクロプロセッサやアクセラレータの論理設計およびその設計支援環境（CAD）の開

発などに取り組みます。　　　　　　　　　　　　　　　　［高木 直史・高木 一義・高瀬 英希］

計算機アーキテクチャ分野

先進的な計算機構とその設計技術

世界初の内蔵プログラムが動作する
超伝導RSFQプロセッサCORE e4

講座名 分野名 研究指導分野 担当教授

（生）： 生存圏研究所



53 Graduate School of Informatics 54Graduate School of Informatics

通
信
情
報
シ
ス
テ
ム
専
攻

概　要

　ネットワークを意識することなくマルチメディア情報が意のままに取り扱える高
次情報通信ネットワークの構築に向けて先端的な教育・研究を行います。すな
わち、有線無線統合ディジタル情報通信ネットワークの構築、それを支える適応
信号処理・伝送技術、情報伝送メディア、ネットワーク設計・制御技術、通信
プロトコルなど情報通信ネットワークの基盤技術に関わる分野を対象とします。

通信システム工学講座

ディジタル通信分野

ユビキタス・ネット社会を支えるワイヤレス技術の確立をめざして

　マルチメディア、計算機および通信装置を実現する基盤技術である大規模で高速・高機能な情
報回路に関する教育・研究を行います。すなわち、そのアーキテクチャと回路構成、高速信号処
理／超並列処理アルゴリズム、これらを先端 LSI 化するための高度設計技術などの情報回路の基
盤技術を対象とします。

集積システム工学講座

情報回路方式分野

システムLSIのアーキテクチャ設計技術

　大容量メディアデータの実時間処理や、電池駆動での長時間動作、高い信頼性などが要

求されるシステム LSI を実現する上で、半導体技術の進歩の恩恵を最大限に生かすアーキ

テクチャ設計技術の重要性がますます高まっています。本分野では、（1）回路性能の最適化

とその特性保証の礎となる回路解析・設計技術、（2）システム LSI のベースとなる各種プロ

セッサや再構成デバイスなどのアーキテクチャ、ならびに（3）画像処理、画像圧縮符号化、通

信等の応用に向けたハードウェアアルゴリズムや組込みソフトウェア、設計方法論の教育・

研究・開発を進めています。

［佐藤 高史・廣本 正之］

大規模集積回路分野

先端LSIの設計技術・設計支援技術の研究

　集積回路（LSI）は電子機器の高機能化、高性能化、低価格化を担うキーデバイスです。

1959 年に数個の素子の集合として誕生した集積回路は、今や 10 億素子の集積化が可能に

なっています。急激な回路規模の増大に伴い、どのように回路を構成すればよいかや、どう

やって設計すればよいかが重要な課題です。また、微細化の深化に伴い、デバイスの特性ば

らつきや製造性の劣化が深刻な問題となっています。本分野では、大規模化や微細化に適

した LSI の回路構成技術や設計技術、製造が容易で信頼性の高い LSI の実現技術、高性能

で消費電力の少ない組込みシステムの設計技術などについて教育・研究しています。

［小野寺 秀俊・石原 亨・土谷 亮］

超高速信号処理分野

信号に含まれる情報の本質を探る

新しい再構成アーキテクチャの試作チップ
（65nmプロセス）を搭載したボード

設計・試作したチップとその性能評価の風景

伝送メディア分野

膨大な無線機器を統一的に支える無線プラットフォームをめざして

知的通信網分野

社会基盤として情報ネットワークがあるべき姿
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　情報は人々の行動に大きな影響を与えます。情報が

誤ってあるいは遅れて届くことで人々の行動が誤ったり

遅れたりするといったことがあります。情報が人々の社会

的関係を育むといった側面もあります。情報通信ネット

ワークは、人、モノ、場所との間の社会的関係を作り、維

持し、発展させており、社会において重要な基盤であると

言えます。当研究室

は、情報通信ネット

ワークのあるべき究

極の姿の実現に向

け、社会、情報、デバイス、エネルギーの統合的観点から

情報通信ネットワークの研究開発に取り組みます。　　

［新熊 亮一］

　携帯電話に加え、無線 LANや微小無線 ICチップ等の

開発も相まって、ユビキタス・ネット化が急進展していま

す。直接目には見えなくてもワイヤレス技術により様々な

機器、装置、センサが縦横無尽にネット接続され、特に意

識しなくともその恩恵を自然と受けられる時代が来よう

としています。そのような時代に必要となる自律分散制

御無線ネットワークを含む高度無線ネットワークの実現

を目指して、無線資源の最適管理技術や送受信信号処理

が一体化した高度な無線伝送技術、複数システム間の周

波数共用技術等につい

て教育・研究を行います。

[原田 博司・村田 英一・

松村 武・水谷 圭一 ]

　スマートグリッドのためのスマートメータやヘルスケ

ア・メディカルケアのためのバイタルモニタリングを実

現するM2M無線ネットワークは、携帯電話や無線 LAN

で要求される高速大容量と比較して低速であるものの長

い通信距離が要求され、結果として数万といった端末が

競合する状況になります。また、莫大な端末のメンテナン

スフリーのために、バッテリレスが求められるようになる

でしょう。このような課題に対して無線通信技術を駆使

し、新たな時代を支える

統一的無線プラット

フォームについて教育・

研究を行います。　

［守倉 正博・山本 高至・

西尾 理志］

未

　信号処理を行うとき、何を信号とし何を雑音や

妨害とみなすかによって処理の方法は大きく異な

ります。最適な処理法を構成するためには求める

情報と与えられる信号の関係を完全に理解しモデ

ル化する必要があります。本分野では、通常の処理

法の限界を超える高度な処理技術を実現すること

を目的として、レーダーや超音波計測における信

号の性質を研究し、推定の高速化・高精度化を進

めています。　　　　　　　　　　　　［佐藤 亨］

未
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信号処理・伝送技術、情報伝送メディア、ネットワーク設計・制御技術、通信
プロトコルなど情報通信ネットワークの基盤技術に関わる分野を対象とします。

通信システム工学講座

ディジタル通信分野

ユビキタス・ネット社会を支えるワイヤレス技術の確立をめざして

　マルチメディア、計算機および通信装置を実現する基盤技術である大規模で高速・高機能な情
報回路に関する教育・研究を行います。すなわち、そのアーキテクチャと回路構成、高速信号処
理／超並列処理アルゴリズム、これらを先端 LSI 化するための高度設計技術などの情報回路の基
盤技術を対象とします。

集積システム工学講座

情報回路方式分野

システムLSIのアーキテクチャ設計技術

　大容量メディアデータの実時間処理や、電池駆動での長時間動作、高い信頼性などが要

求されるシステム LSI を実現する上で、半導体技術の進歩の恩恵を最大限に生かすアーキ

テクチャ設計技術の重要性がますます高まっています。本分野では、（1）回路性能の最適化

とその特性保証の礎となる回路解析・設計技術、（2）システム LSI のベースとなる各種プロ

セッサや再構成デバイスなどのアーキテクチャ、ならびに（3）画像処理、画像圧縮符号化、通

信等の応用に向けたハードウェアアルゴリズムや組込みソフトウェア、設計方法論の教育・

研究・開発を進めています。

［佐藤 高史・廣本 正之］

大規模集積回路分野

先端LSIの設計技術・設計支援技術の研究

　集積回路（LSI）は電子機器の高機能化、高性能化、低価格化を担うキーデバイスです。

1959 年に数個の素子の集合として誕生した集積回路は、今や 10 億素子の集積化が可能に

なっています。急激な回路規模の増大に伴い、どのように回路を構成すればよいかや、どう

やって設計すればよいかが重要な課題です。また、微細化の深化に伴い、デバイスの特性ば

らつきや製造性の劣化が深刻な問題となっています。本分野では、大規模化や微細化に適

した LSI の回路構成技術や設計技術、製造が容易で信頼性の高い LSI の実現技術、高性能

で消費電力の少ない組込みシステムの設計技術などについて教育・研究しています。

［小野寺 秀俊・石原 亨・土谷 亮］

超高速信号処理分野

信号に含まれる情報の本質を探る

新しい再構成アーキテクチャの試作チップ
（65nmプロセス）を搭載したボード

設計・試作したチップとその性能評価の風景

伝送メディア分野

膨大な無線機器を統一的に支える無線プラットフォームをめざして

知的通信網分野

社会基盤として情報ネットワークがあるべき姿

通
信
情
報
シ
ス
テ
ム
専
攻

　情報は人々の行動に大きな影響を与えます。情報が

誤ってあるいは遅れて届くことで人々の行動が誤ったり

遅れたりするといったことがあります。情報が人々の社会

的関係を育むといった側面もあります。情報通信ネット

ワークは、人、モノ、場所との間の社会的関係を作り、維

持し、発展させており、社会において重要な基盤であると

言えます。当研究室

は、情報通信ネット

ワークのあるべき究

極の姿の実現に向

け、社会、情報、デバイス、エネルギーの統合的観点から

情報通信ネットワークの研究開発に取り組みます。　　

［新熊 亮一］

　携帯電話に加え、無線 LANや微小無線 ICチップ等の

開発も相まって、ユビキタス・ネット化が急進展していま

す。直接目には見えなくてもワイヤレス技術により様々な

機器、装置、センサが縦横無尽にネット接続され、特に意

識しなくともその恩恵を自然と受けられる時代が来よう

としています。そのような時代に必要となる自律分散制

御無線ネットワークを含む高度無線ネットワークの実現

を目指して、無線資源の最適管理技術や送受信信号処理

が一体化した高度な無線伝送技術、複数システム間の周

波数共用技術等につい

て教育・研究を行います。

[原田 博史・村田 英一・

松村 武・水谷 圭一 ]

　スマートグリッドのためのスマートメータやヘルスケ

ア・メディカルケアのためのバイタルモニタリングを実

現するM2M無線ネットワークは、携帯電話や無線 LAN

で要求される高速大容量と比較して低速であるものの長

い通信距離が要求され、結果として数万といった端末が

競合する状況になります。また、莫大な端末のメンテナン

スフリーのために、バッテリレスが求められるようになる

でしょう。このような課題に対して無線通信技術を駆使

し、新たな時代を支える

統一的無線プラット

フォームについて教育・

研究を行います。　

［守倉 正博・山本 高至・

西尾 理志］

未

　信号処理を行うとき、何を信号とし何を雑音や

妨害とみなすかによって処理の方法は大きく異な

ります。最適な処理法を構成するためには求める

情報と与えられる信号の関係を完全に理解しモデ

ル化する必要があります。本分野では、通常の処理

法の限界を超える高度な処理技術を実現すること

を目的として、レーダーや超音波計測における信

号の性質を研究し、推定の高速化・高精度化を進

めています。　　　　　　　　　　　　［佐藤 亨］
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